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2)｡ 実験は､低温まで過冷却状態を実現するため､KLIマ トリックス中に分散させたテルル ･





























0 2 4 6
Q (A-I)













l l l l l
I-Te




0 4 8 12 16 20
ENERGY(meV)




荊述のS (Q) の結果も､局所的に平面 ジグザグ構造が出現することを支持 している｡ テルル
の短い鎖の鎖端が負に帯電 し､鎖内に非局在化 したホールが存在するのではないかという提案
が為され､注目を集めている｡
以上のように液体の研究､特に電子の関わる液体のダイナ ミックスは多 くの魅力的な問題を
含んでいるO 研究は新 しい段階に入り､今後の一層の発展が期待される.
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